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日
本
が
ミ
サ
イ
ル
発
射
台
に

　

２
０
２
１
年
12
月
、
共
同

通
信
の
ス
ク
ー
プ
に
よ
っ

て
、
自
衛
隊
と
米
軍
が
台
湾

有
事
を
想
定
し
た
日
米
共
同

作
戦
計
画
の
原
案
を
策
定
し

て
い
た
と
い
う
事
実
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
計
画
は

米
海
兵
隊
が
九
州
南
端
か
ら

な
ど
を
攻
撃
し
、
自
衛
隊
が

後
方
支
援
を
担
う
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

米
国
の
対
中
軍
事
戦
略
に

呼
応
し
、
日
本
政
府
は
２
０

１
９
年
に
陸
上
自
衛
隊
の
ミ

サ
イ
ル
部
隊
を
奄
美
大
島
と

宮
古
島
に
配
備
し
て
い
ま

す
。
来
年
に
は
石
垣
島
に
も

沖
縄
の
南
西

諸
島
に
分
散

し
て
軍
事
拠

点
を
置
い
て

中
国
軍
艦
艇

は
、
核
兵
器

以
外
は
日
本

政
府
と
の
事

前
協
議
な
く

配
備
で
き
る

の
が
実
態
な
の
で
す
。

 

（
布
施
祐
仁
）

配
備
す
る
計
画
で
す
。

　

も
う
一
つ
重
大
な
動
き
が

あ
り
ま
す
。
米
軍
が
中
国
本

土
を
攻
撃
で
き
る
新
型
の
中

距
離
ミ
サ
イ
ル
を
日
本
に
配

備
し
よ
う
と
狙
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
米
軍
の
資
料
で
は

沖
縄
や
九
州
に
配
備
し
た
場

る
こ
と
を
受
け
、「
対
抗
す

る
た
め
に
米
国
も
配
備
す
る

の
が
当
然
だ
」
と
思
う
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
中
国
の
中
距
離
ミ
サ

イ
ル
は
米
国
本
土
に
は
届
き

ま
せ
ん
。
米
国
に
と
っ
て
何

の
脅
威
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　

米
国
が
中
距
離
ミ
サ
イ
ル

を
日
本
に
配
備
し
た
場
合
、

中
国
の
首
都
・
北
京
ま
で
射

程
に
収
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
有
事
に
な
れ
ば
中
国
は

当
然
、
日
本
に
配
備
さ
れ
た

ミ
サ
イ
ル
基
地
を
攻
撃
し
ま

す
。
米
国
の
対
中
戦
争
計
画

は
、
日
本
が
戦
場
に
な
る
こ

と
を
大
前
提
と
し
た
内
容
で

す
。

　

米
国
が
中
距
離
ミ
サ
イ
ル

を
日
本
に
配
備
す
る
と
な
っ

た
時
、
日
本
は
拒
否
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が

ら
日
米
安
保
条
約
の
下
で

　

臨
床
学
術
部
は
４
日
、
９

月
度
生
涯
研
修
講
座
「
磁
性

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
義
歯
の
実

際
」（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会
）
を

開
い
た
。
鱒
見
進
一
氏
（
九

州
歯
科
大
学
名
誉
教
授
・
写

真
）
を
講
師
に
54
人
が
参

加
。

　

磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
義

歯
が
保
険
導
入
さ
れ
た
昨
年

９
月
、
鱒
見
氏
は
「
臨
床
応

用
」
と
し
て
の
基
本
を
講

演
。
本
講
演
で
は
、
保
険
導

入
後
１
年
が
経
過
し
実
際
に

使
用
す
る
な
か
で
出
て
く
る

疑
問
や
問
題
点
を
重
点
的
に

解
説
し
た
。

　

鱒
見
氏
は
、
臨
床
の
基
本

や
生
じ
う
る
ト
ラ
ブ
ル
、
М

Ｒ
対
策
に
加
え
、「
根
面
板

は
周
囲
歯
周
組
織
の
炎
症
が

さ
け
ら
れ
ず
、
唾
液
に
よ
る

自
浄
作
用
を
期
待
す
る
た
め

に
床
縁
を
根
面
板
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
短
く
す
る
」「
形
成
は

両
者
と
も
同
じ
で
は
あ
る
が

コ
ー
ピ
ン
グ
型
で
は
上
顎
歯

と
支
台
歯
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

は
５
㎜
以
上
が
必
要
で
あ

る
。
キ
ー
パ
ー
と

合
平
面

の
平
行
を
確
認
す
る
た
め
全

顎
で
印
象
を
行
う
。
磁
石
と

義
歯
床
を
固
定
す
る
と
き
は

２
㎜
程
度
の

路
を
作
る
」

な
ど
実
践
的
な
内
容
を
解
説

し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）
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ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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語
る

ジ
ャ
ー
ナ
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ト
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同
盟
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沖
縄
県
知
事
選
が
11
日
投
開
票
さ
れ
、

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
移

設
反
対
を
訴
え
た
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
再
選

を
果
た
し
た
。
沖
縄
県
民
の
辺
野
古
移
設

「
反
対
」
の
民
意
は
明
ら
か
だ
。
政
府
は

県
民
の
声
と
誠
実
に
向
き
合
い
、
直
ち
に

工
事
を
中
止
す
べ
き
だ
。

　

岸
田
首
相
は
「
聞
く
力
」
を
看
板
に
掲

げ
な
が
ら
、
デ
ニ
ー
氏
再
選
後
も
「
辺
野

古
移
設
が
唯
一
の
解
決
策
だ
」
と
し
、
強

硬
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
辺
野
古
移
設

「
反
対
」
の
民
意
が
県
レ
ベ
ル
で
示
さ
れ

た
の
は
14
年
、
18
年
の
知
事
選
、
19
年
の

県
民
投
票
に
続
い
て
４
回
目
だ
。
政
府
は

民
意
に
基
づ
く
民
主
主
義
や
、
地
域
行
政

を
住
民
に
委
ね
る
地
方
自
治
の
原
則
か

ら
、
こ
れ
以
上
目
を
そ
ら
し
て
は
な
ら
な

い
。

　

辺
野
古
移
設
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
民
の

権
利
救
済
の
た
め
の
行
政
不
服
審
査
の
制

度
を
政
府
が
乱
用
し
、
埋
め
立
て
を
強

行
。
18
年
末
か
ら
今
年
７
月
ま
で
に
計
画

の
土
砂
量
の
11
・
７
％
を
投
入
し
、
既
成

事
実
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

政
府
・
与
党
は
約
３
０
０
０
億
円
あ
っ

た
は
ず
の
沖
縄
復
興
予
算
を
、
来
年
度
予

算
の
概
算
要
求
で
は
２
７
０
０
億
円
台
ま

で
削
減
し
、
財
政
面
で
も
沖
縄
を
締
め
付

け
る
な
ど
強
権
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
き

た
。
デ
ニ
ー
氏
の
大
勝
は
国
家
権
力
を
振

り
か
ざ
す
政
治
へ
の
県
民
の
痛
烈
な
審
判

で
あ
る
。

　

今
年
復
帰
50
年
を
迎
え
た
沖
縄
県
内
に

は
、
な
お
在
日
米
軍
専
用
施
設
の
約
７
割

が
集
中
す
る
。
沖
縄
に
基
地
負
担
を
押
し

付
け
て
い
る
の
は
歴
代
政
権
の
責
任
に
他

な
ら
な
い
。
政
府
は
民
意
を
重
く
受
け
止

め
る
べ
き
だ
。

　

異
論
を
無
視
し
、
既
成
事
実
を
積
み
上

げ
、
人
々
が
諦
め
る
の
を
待
つ
。
ま
た
、

予
算
で
締
め
付
け
を
図
る
こ
と
で
、
自
ら

の
意
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
埋
め
立
て

に
遺
骨
を
含
む
土
砂
を
利
用
し
よ
う
と
す

る
な
ど
、
誇
り
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る
こ
と

も
厭
わ
な
い
の
が
、
近
年
の
政
府
に
よ
る

沖
縄
政
策
の
本
質
だ
。
政
府
は
沖
縄
政
策

を
転
換
し
、
辺
野
古
基
地
建
設
を
中
止
、

普
天
間
基
地
を
即
時
撤
去
す
べ
き
だ
。

春夏秋冬

辺
野
古
移
設

民
意
か
ら
目
を
そ
ら
す
な

約
を
利
用
す
る
こ
と
に
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
リ
ー
ス
料
支

払
い
が
長
期
間
に
わ
た
る
た

め
、
高
額
な
リ
ー
ス
料
は
経

営
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

リ
ー
ス
契
約
の
際
、
営
業

の
巧
み
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

に
乗
っ
て
、
つ
い
つ
い
必
要

の
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
を
付
け

て
し
ま
っ
た
、
忙
し
く
て
十

　

リ
ー
ス
契
約
を
解
約
し
た

い
の
で
す
が
可
能
で
す
か
？

　

リ
ー
ス
契
約
は
、
リ
ー
ス

会
社
が
機
械
・
設
備
を
導
入

し
よ
う
と
す
る
ユ
ー
ザ
ー

（
顧
客
）
に
代
わ
っ
て
、
ユ

ー
ザ
ー
か
ら
リ
ー
ス
料
の
支

払
い
を
受
け
る
こ
と
を
条
件

に
購
入
代
金
を
負
担
し
て
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
製
造
会
社
）

か
ら
機
械
・

設
備
を
購
入

し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
そ
の
機
械

・
設
備
を
貸
し
渡
し
、
ユ
ー

ザ
ー
は
リ
ー
ス
会
社
に
リ
ー

ス
期
間
の
間
、
機
械
・
設
備

の
購
入
資
金
を
リ
ー
ス
料
と

し
て
支
払
う
形
式
の
契
約
で

す
。

　

初
期
費
用
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
リ
ー
ス
契

分
に
説
明
を
聞
か
ず
に
契
約

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
事
業
用
リ
ー
ス
契
約

は
事
業
者
同
士
の
契
約
な
の

で
、
消
費
者
契
約
法
や
訪
問

販
売
な
ど
に
適
用
さ
れ
る
特

定
商
取
引
法
の
対
象
外
で

す
。
そ
の
た
め
、
不
当
な
勧

誘
行
為
の
取
消
し
（
消
費
者

契
約
法
第
４
条
）
や
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
（
特
定
消
費
者
契

第
９
条
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

中
途
解
約
が
で
き
る
場
合
で

も
、
残
リ
ー
ス
料
相
当
額
の

違
約
金
の
支
払
義
務
が
生
じ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ー
ス
契

約
は
一
度
締
結
す
る
と
簡
単

に
は
解
約
で
き
ま
せ
ん
。
巧

み
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑

わ
さ
れ
た
り
せ
ず
、
月
額
リ

ー
ス
料
や
総
額
、
リ
ー
ス
期

間
な
ど
の
契
約
内
容
を
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
事
業

に
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
を

吟
味
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

 

（
弁
護
士
・
遠
地
靖
志
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第31回 リース期間中の解約

解約は著しく困難
契約内容の慎重な確認を

イラスト・辻井タカヒロ

合
、
中
国
本
土
へ
の
射
程
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

ま
す
。
米
国
国
防
関
係
者
は

朝
日
新
聞
の
取
材
に
対
し
、

「
日
本
全
土
の
あ
ら
ゆ
る
地

域
に
配
備
し
た
い
の
が
本
音

だ
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
が
中
距
離
ミ
サ
イ
ル

を
１
千
発
以
上
保
有
し
て
い

す
。
中
国
に
と
っ
て
大
き
な

脅
威
で
す
。
米
中
や
東
ア
ジ

ア
の
緊
張
関
係
を
高
め
る
こ

と
は
明
ら
か
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

米
国
は
日
本
を
丸
ご
と

「
ミ
サ
イ
ル
発
射
台
」
と
し

て
使
い
、
中
国
と
の
戦
争
に

勝
利
し
よ
う
と
し
て
い
ま

磁性アタッチメントの
臨床応用

９月度生涯研修

鱒見氏　保険収載後の動向踏まえ解説

21・22年度　第17回　理事会報告　2022年９月10日
【報告事項】
・ 物価の高騰や新型コロナ対応による経費増で医療機関の経営状況が悪化してい
ることを受け、大阪府に対して医療機関と歯科技工所への支援策を求める要望
書を７月13日に提出。

・ 75歳以上医療費窓口負担２割化中止を求める請願署名は会員630人（協力率
14.9％）から7,773筆を集約。

【決定事項】
・ 大阪の新型コロナ対応について、府交渉等を通じて医療提供体制やくらし、生
業を守る補助などの対応を求めていく。

・ マイナンバーカードによるオンライン資格確認の義務化撤回を求める会員署名
とアンケートに取り組む。

・ 75歳以上の窓口２倍化反対署名を９月末まで集約し、国会に届ける。府下自治
体に75歳以上の窓口負担引き上げに抗議、改善を求める意見採択に取り組む。

・ 歯科診療報酬改善では、金パラの10月告示価格が10万4,430円に引き下げられ
る。逆ザヤになる可能性があるため、改善を求めて議員や省庁に要請行動を強
める。

布施氏の解説動画布施氏の解説動画
YouTubeで公開中YouTubeで公開中

大阪府保険医協同組合／Ｍ＆Ｄ保険医ネットワーク


